
l 思いやりと、誰もが安心して暮らせる f福祉のまちJ蝉

福祉の行事
5月 ・6月の行事報告一…一一一一一一…一一④

ご案内
ボランティア体験プログラムのご案内...一-①

15¥まねっとサポーター養成講座… … 一 一③

社協の貸付制度のご案内-一………一…⑥

No.61 平成28年8月号

発行社会福祉法人安平町社会福祉協議会

お知らせ
安平町社会福祉協議会役員の紹介…… … ②

熊本地震義援金の報告と期間延長について・..④

あぴら吋かどポラシティア
災害ボランティアについて………………一⑤

報告
善意の報告・…………………… ………⑤， あびら社協だよりは赤い羽幌共同募金の助成を受けて発行しています

本 所干r，wn1'11 勇払郡安平町早来大町41番地かしわ館内 (TEL 0145-22-3061 ・ I~.l:j・29 1 5)

追分支所 干r，W_J:11 勇払郡安平町追分中央1番地n.]ぬくもりセンター内 ・~・2263 ・ FAX 25-4133) 

lE圃M間1_1剖 Ir.:間同組・8罰司開・Iel.niI:.!l!l 画~蝿‘置::::.;:.;圃圃園函副剖rJ!1J11J!l昨l剖1ι国間咽柵叫



② 

安乎吋社会福祉協議会役員の紹介

任期満了に伴う役員、評議員の改選が行われ、 6月12日に理事会を開催し、理事の互選により、

会長に荒木徹が再選されました。役職員一同、地域福祉の推進に努力して参りますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。
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• 理
事

厚

二
社
教
委
員
)

U

浩
士
(
校
長
会
)

雅
樹
(
子
ど
も
会
)
一

隆
男
(
追
分
地
区
)
一

勇
(
追
分
地
区
)
・

忠
(
追
分
地
区
)
一

守
(
追
分
地
区
)
一

紘
二
追
分
地
区
)
・

誠
二
(
追
分
地
区
)
一

博
(
安
平
地
区
)
一

慶

一
(
安
平
地
区
)
・

幸一ニ
(早
来
地
区
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井
内
石
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(
福
祉
団
体
)

大
窪
好
己
(
行
政
)

丸
子
光
比
古
(
学
識
経
験
)

耕
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(
早
来
地
区
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一

加
賀
勝
男
(
早
来
地
区
)
・

西
村
次
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(
追
分
地
区
)
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大
塚
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追
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)
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・
監
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土
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恵
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民
生
委
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・

小
野
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秋
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竹
次
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民
生
委
員
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一

米
津

村
上
典
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(
福
祉
施
設
)
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小
笠
原
直
治
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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漬
谷
美
代
子
(
婦
人
団
体
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一
※
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土
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一
(
早
来
地
区
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U

和
英
(
早
来
地
区
)
・

昭
敬
(
早
来
地
区
)
一

吉
蔵
(
早
来
地
区
)
一

征
男
(
遠
浅
地
区
)
・

玲
子
(
遠
浅
地
区
)
一

英
吉
(
遠
浅
地
区
)
一

博
樹
(
商
工
会
)

和
尚
(
農
協
)

.

五
十
嵐
勧
(
福
祉
施
設
)
一

山
城
義
真
(
福
祉
施
設
)
・

藤
原
サ
チ
子
(
福
祉
団
体
)
一
※
(

鑑 三
浦

上
田

菊
池

門
田

泉清
田野

斗
削
田

佐
々

捷
(
会
員
代
表
)

洋
一
(
会
員
代
表
)

)
内
は
選
出
区
分

吉
岡

大
松

道
念

伊
藤

小
笠
原
愛
子
(
労
働
団
体
)

中
村
功
(
学
識
経
験
)

畠
山
美
恵
子
(
学
識
経
験
)

)
内
は
選
出
区
分

扇
刀
(
老
人
ク
ラ
ブ
)

雄
太
(
婦
人
・青
年
)、

-
評
議
員
会

評
議
員
会
は
、
予
算
、
決
算
の
審

議
な
ど
を
通
じ
て
広
く
住
民
の
意
見

を
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
機

関
で
す
。

oびら社協定さより

社
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と

は

つ
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-
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
民
間
団
体

社
協
は
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、

各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
民
間
団
体

で
、
地
域
福
祉
へ
の
住
民
の
参
加
を

促
進
す
る
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す。-
理
事
会

理
事
会
は
、
法
人
の
経
営
判
断
を

行
う
機
関
で
、
住
民
主
体
に
よ
る
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
の
代
表

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
等
、

地
域
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

-
法
人
情
報
の
開
示

定
款
や
規
程
、
決
算
な
ど
の
法
人

情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
等
を
通
じ

て
開
示
し
て
い
ま
す
。
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ボヲ 2p 手ィ?時職ヴ Olj~ヲふやっとのぶよう!
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コ

ワ
月
お

B
3
8
月
幻
自
ま
で

す . をテアで
。親小 対 行ィをはボ
子学 象 いア体、ラ
で生 ま 体 験 気 ン
の 1 す験で軽テ
参大 。プきにイ

加入 口るボア
も の グ 「 ラ セ
歓方 ラボンン
迎 ムラテタ
で 」 ン イ 1

•••••••••••••• 
だでま . . 
さ、で参 申 無 参
い次に 加込 料加
。の、希 み 費

通電望 方
り話 日法
お、の

申 F 1 
込 A 週
み X 聞
く等前

•••••••••••••• 
安(場住ニ ・ (

早平申合所ユ参申
来町込は 、 l加 込

社み 、電、希み

電 F 電協先 保 話氏望内
A '--"護番名目容

話 X 話 者号 、 '--"
@@⑫ の、生希
223  氏未年望
290  名成月す
616  年 日 る
3 5 1 ...の 、メ

場所

ブ0ヴラふメニ:::l-
①水泳介回ホラシティ?

日時 8月5日(金)・ 8月26日(金)

いずれも18時45分"'20時15分
場所早来町民プール

②読み聞かゼホランティ?茄すき九
日時 ① 8月10日(水)14:00'"'-' 15:00 

②8月26日(金)10:00'"'-' 11 :30 
①追分公民館・②ぬくもりセンター

③読み聞かぜホラシティ?おり九之会
日時 8月20日(土)14:30'"'-' 16 :00 
場所早来大町 みなくる

④第二富門華憲

日時平日 9時30分'"'-'16時
場所 早来富岡第二富門華寮通所部

⑤ケ?ハウスサッワ/(..
日時 月・水・金曜日

いずれも10:00'"'-' 10:45 

早来栄町同施設

追
分

場所

⑥ヴ/(..ーブホ-6.ふるさとおいわけ
日時 月・水・木曜日

いずれも13:30'" 15: 00 

場所追分中央同施設

⑦デイサーヒス8平の郷

日時月~土曜日 時間は応相談

場所 安平同施設

※詳しくは、お問い合わせいただくか、ホー

ムページをご覧ください。
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L
aま
ね
っ
と

ー
サ
ボ
l
m
γ
l
t

蓄
成
講
座

削1

.

.

.
 -
-
-
e

・e
・-二.

一
般
の
住
民
を
対
象
に
ふ
ま
ね

っ
と

運
動
の
講
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
ふ
ま
ね
っ
と
サ
ボ

l
タ
l
」
の
養
成

講
座
を
行
い
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
9
月

9
日
ま

で
に
社
協
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 . ~ 

※場
参 所
加
者ぬ 109 
10く時月
名も S29 
以り 16日
上セ時(
でン 半 木
開タ ) 

講 |
し
ま
す

日
時
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…

安
平
町
共
同
募
金
委
員
会
が
募

u
M

集
し
ま
し
た
熊
本
地
震
義
援
金
に

日
.

.
 叶

J

町
内
の
事
業
所
、
団
体
、
町
民
の

H
U

.

皆
様
か
ら
3
9
9
、
9
6
1
円
(7
n
宏

一

た

月

初
日
現
在
)
の
ご
協
力
を
い
た

…
均

一

し

だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

…
引

…E
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
び

…

日

な
お
、
義
援
金
の
募
集
期
間
は

…
あ

一

M
左
記
の
と
お
り
延
長
さ
れ
ま
し
た

日
• 

…
，
一

の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ

日

キ皿、

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

…
寄

・
義
援
金
の
受
付
先

…

が

安
平
町
共
同
募
金
委
員
会
(
安

…

…

金

平
町
社
会
福
祉
協
議
会
)
へ
持
参

…

.

妥

し
て
頂
く
か
、
左
記
の
口
座
へ
直

…

…
長
苅

接
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

日
ピ
勾

ゅ
う
ち
ょ
銀
行

・

パ

(
口
座
名
)

-v

司

・

・

・

-
J

熊
本
県
共
同
募
金
会

・
4
ζ

熊
本
地
震
義
援
金

日

…
ノ
¥

(
口
座
番
号
)

…

た

0
0
9
5
0
1
2
1

1
7
4
3
2
1i
・

が開催

ー

胆
振
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

曜

F
会
総
会
が
白
老
町
で
行
わ
れ
、

受

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
長
年
尽

』

F
-
力
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
を
受
け

，
多

ら
れ
ま
し
た
。

昌
一
平
【
胆
振
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

志

連
合
会
会
長
表
彰
】

=一ヌ

寺
西
浩
氏
(
早
来
か
し
わ
会
)

ι
道

念

勇

氏

(遠
浅
朋
友
会
)

，E

渡

会

悦

子

氏

(

青

葉

会

)

寸

ノ

川

村

富

三

氏
(
早
来
か
し
わ
会
)

一
フ

高

橋

源

治

氏
(
遠
浅
朋
友
会
)

ク人老振ロロ一
n目目

p、
Z玉

老人乙共!こwむ会11'13，れあい会を開催

食

遠
浅
自
治
会
女
性
部
の
皆
さ

ん
が
、
地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に、

遠
浅
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い
会
食

会
を
開
催
し
、
手
作
り
の
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
で
遠
浅
在
住

の
高
橋
さ
ん
が
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
演
奏
を
披
露
し
、
参
加
者

皆
で
、
懐
か
し
い
歌
謡
曲
を
歌

い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ょョ、
Z三れあい

安
平
町
老
人
と
共
に
歩
む
会

が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
ふ
れ
あ
い
会
を
開
催
し
、

回
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
長
の
吉
岡
さ
ん
は

「演
芸

発
表
も
あ
り
ま
す
の
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と

挨
拶
し
、
参
加
者
は
演
芸
発
表

な
ど
を
楽
し
み
、
手
作
り
の
昼

食
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

銭で β1

-
募
集
期
間

平
成

m年
3
月
紅
白
ま
で

lO. 

c 

f
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災害iIミラシティタ
巴ついて

• 
・

“

被

災

地

巴

行

け

な

く

て

老

日

.

.

 

出
来
る
之
と

.

近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
・•• 

な
ど
で
多
く
の
人
が
災
害
ボ
ラ
ン

テ

ィ

義

援

金

や

支

援

金

な

ど

の

寄

付
を
す

.
活
動
巴
参
加
す
る
芝
め
巴

.

《

ア
と
し
て
活
動
し
、
改
め
て
ム
害
ボ
ラ

・

・

る
、
皮
ム
也
の
品
物
を
買
う
、
手
紙
や

・

3

・

凶

悪

な

こ

と

・

1
J

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
注
目
を
集
め
て
し

・

・

s
N
S
な
と
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

.

ま
す
。

-

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
大
き

・
送
る
、
風
評
被
害
を
広
げ
な
い
な
ど
、

・

.

1

、-.

被
災
地
で
求
め
ら
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

.
な
期
待
カ
寄
せ
ら
れ
て
い
る

一
方

ォ

・
被
災
地
、
被
災
者
の
た
め
に
、

現
地
に

.

テ
ィ
ア
活
動
は
震
災
直
後
で
は
被
災
家
・

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
被
災
地
の
人
達
や

・
行
け
な
く
て
も
お
手
伝
い
出
来
る
こ
と
・

.

.

 

b

.

 

屋
の
が
れ
き
除
去
や
清
掃
、
救
援
物
資

.
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
に
な
ら
な

.
が
あ
り
ま
す
。

-

の
仕
分
け
作
業
な
ど
力
仕
事
を
中
心
と

・
い
よ
う
、・
自
分
自
身
の
行
動
と
安
全
面

・

・

••• 

し
た
活
動
が
多
く
、
ま
た
、
仮
設
住
宅

・
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
o

M

防

災

の

日

巴

つ

い

て

“

な
ど
に
移
っ
た
時
に
は
、
生
活
支
援
や

.
①
現
地
の
状
況
を
前
も

っ
て
調
べ
る
。

4

••• 

安
否
確
認
、
孤
立
防
止
を
目
的
と
し
た

・
②
安
全
面
と
体
調
面
の
管
理
を
行
う
。
・

9
月
1
日
は
防
災
の
日
で
す
。
台
風
、

・

サ
ロ
ン
活
動
の
他、

イ
ベ
ン
ト
の
実
施

.
③
被
災
地
の
状
況
を
確
認
し
宿
所
の
手

.
高
潮
、
津
波
、
地
震
等
の
災
害
に
つ
い

.
 

••• 

等
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す。

・

配
と
食
事
の
確
保
。

-
て
認
識
を
深
め
、
災
害
に
対
処
す
る
心

・

.
④
現
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

.
構
え
を
家
族
や
ご
近
所
の
方
た
ち
と
話

.
 

••• ・

タ
l
を
訪
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

・
し
合
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

.
 

• 

い

す
る

0

・

・

・
⑤
緊
急
連
絡
先
や
地
理
、
気
候
な
ど
も

・
• 

“

把
握
す
る
。

.

・
⑥
被
災
し
た
方
々
の
気
持
ち
ゃ
プ
ラ
イ

・

い

バ
シ
l
に
配
慮
し
マ
ナ
l
あ
る
行
動

日

・

を
す
る
。

.

い
⑦
現
地
の
受
け
入
れ
機
関
の
指
示
に
従

い

・

い
単
独
行
動
は
避
け
る
。

.

い
③
備
え
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

い

・

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

・

つ

〉

災

害

、

ホ

ラ

ン

テ

ィ

?

と

は
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⑥ 

祉協の貸付制度のご案内

生
活
福
祉
資
金
(
教
育
支
援
資
金
)

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
、

日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金
、
国
の
教
育
ロ

l
ン
な
ど
、
他
の
貸
付

制
度
を
利
用
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
を
対
象
と

し
た
無
利
子
の
貸
付
制
度
で
す
。

手
続
き
に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

利
用
を
検
討
さ
れ
る
際
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
万
円
以
内

-
修
学
支
度
費

.
教
育
支
援
費

高

校

月

額

3
万
5
千
円
以
内

大

学

月

額

6
万
5
千
円
以
内

た
す
け
あ
い
金
庫
貸
付
金

一
時
的
に
生
活
費
が
不
足
し
た
方
に
無
利
子

で
小
口
の
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
、

1
1

2
日
程
度
の
短
時
間
の
審
査
で
貸
付
を
行
っ

て

い
ま
す
。

-
貸
付
額

3
万
円
以
内

※
特
に
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

.
貸
付
条
件

連
帯
保
証
人
を
1
名
設
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

5
万
円
以
内

ありがとうごさいまし芝 (5目25日-7目20日)

。社協への寄付金。 : 。団体への寄付。

【香典返しに代えて】 ・ {香典返しに代えて】

360g:伊藤友美様(追分本町) .北進自治会へ

835g:西川みどり様(早来北進) ・ 西川みどり様(早来北進)

2，060g・楽聞はな子様(遠浅) ・安平第l自治会へ

3，370g:堀喜代衛様(追分本町) : 伊藤晴様(安平)

1，230g ・長津稔様(追分弥生) ・富門華寮職員互助会

l，llOg:畠山興志則様(早来栄町) :新栄第1自治会

4，520g・ 【篤志寄付1 ・新栄第1自治会婦人部へ

‘鎌田秀喜様 (追分若草) . 畠山興志則様(早来栄IHJ)

:小野寺靖子 様(追分花園) . 

・匿名 (1件) ・※同体へ直緩寄付されたもので、社協だより

: 社協への寄付金合計 : への掲載依頼がない場合は掲載しておりま

9件 313.000円 ・ せん。

: 0物品寄付。 : 

【広報あびら6月号・7月号]

:安平町点訳赤十字奉仕団様

定くさ九の善意
o収集ボランティアく〉

【リングプル}

編田久乃様(早来大町)

説IJ端さち子様(早来北町)

金真百美様(追分緑ケ丘)

吉田光子様(追分緑ケ丘)

成樺哲雄様(安平)

金雅子様(追分花園)

匿 名(5件)

【古切手】

役場追分庁舎様

修Rl鋼商様(追分弥生)

金真百美 様(追分緑ケ丘)

匿名

C 

.社協だよりに記事掲載を希望する団体は

社協までご連絡下さい。

.お気付きの点がございましたらお気軽に

お知らせ下さい。

~ 社 協 行 事 予 定 ~

8月
ボランティア愛ランド北海道

事務局だより

9月
北海道社会福祉大会

老人クラブパークゴルフ大会

ふまねっとサポーター養成講座

老人クラブ社会奉仕の日

27日

日

日

日

定

7
吃

却

未
fi'22← 3061 

fi'25-2263 

安平町社会福祉協議会本所

追分支所

NO.6 ， あびら社協定より


